
西
分
団 

 
 

増
谷 

雄
大 

①
野
球 

②
一
期
一
会 

③
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
か

ら
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
か
ら 

④
数
年
前
の
蔵
の
辻
火
災
で
の

ご
活
躍 

⑤
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。 

国
高
分
団 

山
田 

正
和 

①
サ
ッ
カ
ー
観
戦 

②
思
い
立
っ
た
が
吉
日 

③
人
か
ら
お
願
い
さ
れ
て 

④
大
変
そ
う 

⑤
自
分
が
出
来
る
事
を
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

西
分
団 

五
十
嵐

 

大
起

 

①
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
出
来
る
事 

②
フ
ェ
ス
テ
ィ
ナ
・
レ
ン
テ 

③
町
内
の
先
輩
方
に
誘
わ
れ
て 

④
地
域
防
災
を
補
佐
す
る
イ
メ
ー
ジ 

⑤
ゆ
っ
く
り
急
げ
の
精
神
で
初

心
を
忘
れ
ず
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

粟
田
部
分
団 

定
政 

洋
平 

①
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ 

②
見
目
は
果
報
の
基 

③
育
っ
た
地
元
へ
の
恩
返
し
を

す
る
為 

④
散
歩
中
、
消
火
栓
の
位
置
を
気

に
し
そ
う 

⑤
消
防
・
防
災
に
関
す
る
見
識
を
培

い
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
。 

北
新
庄
分
団 

山
﨑 

昌
之 

①
釣
り 

②
七
転
び
八
起
き 

③
地
元
地
域
で
何
か
の
お
役
に

立
ち
た
い 

④
現
代
の
新
選
組 

⑤
消
防
団
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の

方
々
と
の
関
わ
り
を
深
め
た
い
。 

 

坂
口
分
団 

山
本 

将
博 

①
映
画
鑑
賞 

②
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ 

③
地
元
の
消
防
団
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
た
め 

④
地
域
に
根
ざ
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

⑤
地
域
が
安
全
な
火
事
の
な
い
エ

リ
ア
が
続
く
よ
う
に
活
動
す
る
。 

（２）第 53号              広報 越前市消防団             令和３年 12月 
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師走号 

９
月
20

日
（
月
・
祝
）
越
前

市
消
防
団
特
別
教
育
が
越
前
市

Ａ
Ｗ-

Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ

の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
越
前
市
消
防
団
活

性
化
推
進
委
員
会
強
化
部
が
企

画
運
営
し
、
消
防
団
の
士
気
の

高
揚
と
融
和
協
調
並
び
に
消
防

技
術
の
向
上
を
目
的
に
、
例
年
、

全
団
員
を
対
象
に
一
堂
に
会
し

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

 歓迎 
令
和
３
年
10

月 

新
た
に
辞
令
を 

受
け
た
方
々
で
す 

①
趣
味 

②
座
右
の
銘 

③
入
団
し
た
理
由 

④
消
防
団
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ 

⑤
今
後
の
抱
負 

 

11

月
7

日
（
日
）
秋
季
火
災
予

防
運
動
に
伴
う
警
防
訓
練
が
越

前
市
国
中
町
集
落
セ
ン
タ
ー
付

近
一
帯
で
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

も
あ
り
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
真
剣
に
訓
練
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
特
に
、

訓
練
礼
式
は
消
防
団
員
に
と
っ

て
、
厳
正
な
規
律
。
迅
速
、
適
格

吉
野
分
団 

永
田 

誠 

①
キ
ャ
ン
プ
（
初
心
者
） 

②
初
志
貫
徹 

③
消
防
団
員
の
同
級
生
が
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
見
て
決
め
ま
し
た 

④
地
域
に
密
着
し
、
市
民
の
安
全

を
守
る
役
割
を
担
う 

⑤
地
域
の
皆
様
の
安
心
安
全
を
守
っ

て
行
け
る
様
に
頑
張
り
た
い
で
す
。 

 

訓
練
は
、
区
長
が
火
災
を
発
見

し
１
１
９
番
通
報
と
自
警
隊
に
出

場
要
請
。
ま
ず
区
民
が
消
火
器
で

初
期
消
火
に
あ
た
り
、
自
警
隊
は

小
型
ポ
ン
プ
で
消
火
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
続
い
て
東
消
防
署
の
梯

 

南
越
消
防
協
会
定
例
表
彰
で

は
、
功
労
章
と
永
年
勤
続
賞
の

表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。
表
彰
さ

れ
た
方
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

参
加
さ
れ
た
消
防
職
員
、
団

員
の
皆
様
本
当
に
御
苦
労
様
で

し
た
。
神
山
分
団
広
報 

萩
原 

 

11

月
14

日(

日)
 

南
越
消
防

総
合
訓
練
が
南
越
前
町
リ
ト
リ

ー
ト
た
く
ら
周
辺
に
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
越
前
市
消
防
団

か
ら
は
中
消
防
署
管
内
の
各
分

団
が
出
場
し
ま
し
た
。 

 

警
防
訓
練
で
は
、
南
越
前
町

に
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
屋
内

に
人
が
取
り
残
さ
れ
た
状
態
で

の
救
出
活
動
や
、
女
性
消
防
団

員
に
よ
る
救
護
テ
ン
ト
を
開
設

し
て
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
の
要
救
助
者
の
応
急
処
置

や
、
建
物
火
災
消
火
活
動
、
救
助

ヘ
リ
に
よ
る
消
火
活
動
と
救
出

訓
練
、
河
川
敷
に
取
り
残
さ
れ

た
要
救
助
者
の
救
助
活
動
な
ど

が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
救
助
ヘ
リ
の
消
火

活
動
が
近
く
で
見
ら
れ
て
大
変

感
動
し
ま
し
た
。 

特
別
教
育 

か
つ
秩
序
あ
る
団
体
行
動
を
行

う
上
で
必
要
不
可
欠
で
す
の

で
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練

に
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

委
員
長 

山
﨑 

南
越
消
防
総
合
訓
練 

秋
季
警
防
訓
練 見

延
選
手
の
地
元
開
催 

署
員
手
作
り
幕
で
祝
福 

子
車
、
国
高
、
岡
本
、
南
中
山
の
各

分
団
車
が
出
場
し
、
消
火
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
式
部
さ
く
ら

分
団
が
救
護
所
で
負
傷
者
の
応
急

処
置
が
施
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
終
了
後
に
は
、
署
員
に
よ
る

防
火
衣
・
呼
吸
器
着
装
披
露
、
ロ
ー

プ
結
索
披
露
、
南
越
梯
子
２
号
車
展

示
披
露
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
、
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
、
東
京
五
輪
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
男
子
エ
ペ
団
体
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
見
延
和
靖
選
手
の
地
元

町
内
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
東
署

署
員
手
作
り
の
「
火
災
予
防
の
金
メ

ダ
ル
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
書
か

れ
た
懸
垂
幕
を
は
し
ご
車
か
ら
吊

り
下
げ
ら
れ
、
訓
練
に
参
加
し
た
た

く
さ
ん
の
住
民
か
ら
喝
さ
い
を
受

け
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
感
染
も
収
ま
り
つ
つ

あ
る
中
イ
ベ
ン
ト
等
の
規
制
が

緩
和
さ
れ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、

年
末
年
始
に
向
け
防
火
防
災
の

意
識
は
よ
り
一
層
高
く
持
ち
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
た
同
日
、
中
消
防
署
管
内
の

越
前
市
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ

ン
タ
ー
で
も
警
防
訓
練
が
行
わ

れ
、
中
消
防
署
、
坂
口
、
白
山
、

王
子
保
分
団
が
出
動
し
火
災
防

御
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

南
中
山
分
団 

為
沢 

淳

年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状

況
を
ふ
ま
え
、
出
場
分
団
の
班

編
成
を
行
い
、
全
分
団
を
二
班

に
分
け
前
半
と
後
半
を
入
れ
替

わ
る
方
式
を
と
り
、
ま
た
出
場

団
員
は
、
分
団
長
、
副
分
団
長

に
、
拝
命
10

年
未
満
の
団
員
を

含
め
、
各
分
団
10

名
に
限
定
し

ま
し
た
。 

当
日
は
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

を
２
ブ
ー
ス
に
分
け
、
訓
練
礼

式
と
救
助
訓
練
を
実
施
し
、
参

加
者
が
密
に
な
ら
な
い
よ
う
最

善
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。 

1

班
は
９
時
か
ら
、
２
班
は

10

時

30

分
か
ら
の
約
１
時
間

で
、
開
会
、
消
防
団
長
訓
示
、
訓

練
礼
式
、
救
助
訓
練
、
閉
会
と
短

い
時
間
で
、
円
滑
に
訓
練
が
進

行
し
ま
し
た
。 

訓
練
礼
式
、
救
助
訓
練
と
も

に
教
育
指
導
は
強
化
部
員
が
担

当
し
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
部
分

mailto:etizen@apost.plala.or.jp


消
防
団
の
異
動 

退
団
（
管
理
者
表
彰
該
当
者 

 

勤
続
年
数
20

年
以
上
） 

吉
野
分
団 

 
 

班
長 

 

安
久
幸
範 

国
高
分
団 

 
 

団
員 

 

吉
田
明
宏 

南
中
山
分
団 

団
員 

 

渡
辺
一
博 

（
元
分
団
長
） 

階
級
変
更
（
幹
部
） 

国
高
分
団 

分
団
長 

 

吉
田
光
浩 

国
高
分
団 

副
分
団
長 

平
野
信
行 
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南
越
消
防
協
会
定
例
表
彰 

令
和
３
年

11

月

14

日
付 

【
功
労
章
】 

 
 
 

（
21

名
） 

本
部
分
団 

団
員 

 

芹
川
麻
菜
美 

式
部
さ
く
ら
分
団 

団
員 

稲
葉
多
津
子 

式
部
さ
く
ら
分
団 

団
員 

内
田
千
代
子 

東
分
団 

 
 
 

団
員 

谷
口
和
広 

西
分
団 

 
 
 

班
長 

金
子
真
澄 

南
分
団 

 
 
 
 

班
長 

田
口 

聖 

南
分
団 

 
 
 
 

団
員 

板
谷
晃
一 

神
山
分
団 

 
 

団
員 

谷
口
修
一 

吉
野
分
団 

 

団
員 

谷
口
栄
太
郎 

国
高
分
団 

 
 

団
員 

村
上
武
志 

大
虫
分
団 

 
 

団
員 

齋
藤
弘
幸 

王
子
保
分
団 

班
長 

東
川 

純 

北
日
野
分
団 

団
員 

牧
田
良
平 

北
新
庄
分
団 

団
員 

尾
形
秀
二 

味
真
野
分
団 

団
員 

中
村
京
司 

白
山
分
団 

 
 

団
員 

東 

浩
治 

白
山
分
団 

 
 

団
員 

上
野
彰
彦 

粟
田
部
分
団 

団
員 

角
野
和
義 

岡
本
分
団 
 
 

団
員 

瀧 

健
二 

南
中
山
分
団 

団
員 

水
野
正
宏 

服
間
分
団 

 
 

団
員 

仲
下
雅
彦 

☆
10

年
勤
続 

 

（
13

名
） 

東
分
団 

 
 
 
 

団
員 

真
木
純
一 

東
分
団 

 
 
 
 

団
員 

植
野 

良 

西
分
団 

 
 
 
 

団
員 

矢
部 

学 

南
分
団 

 
 
 
 

団
員 

山
本
恵
範 

神
山
分
団 

 
 

団
員 

内
山
真
人 

吉
野
分
団 

団
員 

三
田
村
孝
一 

国
高
分
団 

 
 

団
員 

塚
﨑 

衛 

味
真
野
分
団 

団
員 

三
田
村
宏
文 

味
真
野
分
団 

団
員 

玉
川 

剛 

味
真
野
分
団 

団
員 

高
橋
宏
允 

白
山
分
団 

 
 

団
員 

加
藤
大
祐 

岡
本
分
団 

分
団
長 

姉
川
世
門 

服
間
分
団 

 
 

団
員 

渡
辺
哲
夫 

表
彰
さ
れ
た
個
人
・
分
団
を 

紹
介
し
ま
す
。 

 (

敬
称
略
）  

 

【
精
績
章
】 

☆
40

年
勤
続 

 

（
３
名
） 

南
分
団 

 
 
 
 

団
員 

倉
谷
道
治 

吉
野
分
団 

 
 

団
員 

岩
瀨
達
夫 

国
高
分
団 

 
 

団
員 

平
野
由
治 

☆
30

年
勤
続 

 

（
10

名
） 

西
分
団 

 
 
 
 

団
員 

達
川
健
治 

南
分
団 

 
 
 
 

団
員 

小
泉
英
昭 

吉
野
分
団 

分
団
長 

竹
内
一
郎 

坂
口
分
団 

副
分
団
長 

谷
口
正
彦 

坂
口
分
団 

 
 

団
員 

加
藤
和
彦 

北
日
野
分
団 

分
団
長 

伊
藤
正
之 

味
真
野
分
団 

副
分
団
長 

山
口
和
仁 

味
真
野
分
団 

班
長 

吉
田 

耕 

粟
田
部
分
団 

団
員 

山
崎
一
男 

服
間
分
団 

分
団
長 

武
安
英
夫 

☆
20

年
勤
続 

 

（
13

名
） 

南
分
団 

 
 
 
 

班
長 

工
藤
雅
俊 

南
分
団 

 
 
 
 

団
員 

中
嶋
商
良 

吉
野
分
団 

 
 

団
員 

田
辺
裕
明 

国
高
分
団 

 
 

団
員 

吉
田
明
宏 

大
虫
分
団 

副
分
団
長 

用
田
浩
之 

大
虫
分
団 

 
 

団
員 

根
谷
栄
二 

王
子
保
分
団 

班
長 

大
友
清
和 

北
日
野
分
団 

班
長 

仲
保
成
仁 

北
新
庄
分
団 

班
長 

宗
近
正
人 

味
真
野
分
団 

班
長 

西
本
光
輝 

白
山
分
団 

 
 

班
長 

加
藤
晃
祥 

白
山
分
団 

 
 

団
員 

上
野
彰
彦 

岡
本
分
団 

 
 

団
員 

高
橋
弘
行 

行事のお知らせ 
年
末
特
別
警
戒
管
理
者
・
市
議
会
議
長
激
励
式 

日
時
：
令
和
３
年
12

月
21

日
（
火
） 

場
所
：
越
前
市
役
所
及
び
越
前
市
役
所
ｅ
ホ
ー
ル 

年
末
特
別
警
戒 

日
時
：
令
和
３
年
12

月
29

日
（
水
）
・
30

日
（
木
） 

令
和
４
年
越
前
市
消
防
出
初
式 

日
時
：
令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
） 

場
所
：
越
前
市
高
瀬
二
丁
目
８―
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Ａ
Ｗ―

Ⅰ
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
及
び
付
近
一
帯 

mailto:etizen@apost.plala.or.jp

